



































害ペプチドが、in vitro および in vivo のどちらの系においてもオレイン酸で誘発される角
化異常を予防する結果を得た。これらの結果は、オレイン酸による刺激の下流分子として
エピモルフィンが機能していることを示すと共に、表皮内におけるエピモルフィンの作用
環境が正常であることが表皮組織の形態を形成する上で重要な役割を担っていることが推
測された。 
 
